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１．人口構成の推移 

第 2章 高齢者を取り巻く現状 

 

 

（１）市全体の人口構成の現状 

平成 26年 9 月末現在の本市の総人口は 58,324 人、高齢者人口（65 歳以上人口）は 13,051

人となっており、総人口は平成 25年からやや減少し、高齢者は増加しています。 

また、高齢化率（総人口に占める 65 歳以上人口の割合）は平成 25 年には 20％を超え、

平成26年には22.4％となっています。福岡県及び全国平均より低い値で推移していますが、

本市においても高齢化は進んでいます。 

 

【図表 1：人口・高齢者の推移】 

 

 

住民基本台帳より　　各年９月末　（単位：人）

平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年

58,250 58,504 58,775 59,004 58,757 58,324

8,520 8,500 8,538 8,546 8,562 8,467

39,345 39,283 39,188 38,809 37,888 36,806

１５－３９歳 19,013 18,876 18,668 18,429 17,786 17,055

４０－６４歳 20,332 20,407 20,520 20,380 20,102 19,751

高齢者人口 10,385 10,721 11,049 11,649 12,307 13,051
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（２）将来人口の推計 

総人口は、平成 29 年には 58,465 人、平成 37年には 57,788 人と見込まれます。 

また、高齢者人口は、平成 29 年には 14,572 人、団塊の世代が 75 歳以上の後期高齢者と

なる平成 37 年には 16,620 人になると見込まれます。 

その結果、平成 29 年の高齢化率（総人口に占める 65 歳以上人口の割合）は 24.9％とな

り、平成 32 年には高齢化率はさらに上昇し、28.8％に達すると予想されます。 

 

【図表 2：人口・高齢者の推計】 

 

 
 

 

  

各年９月末　（単位：人）

平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３２年 平成３７年
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（３）行政区ごとの高齢者数・高齢化率の状況 

平成26年 9月末現在の市全体の高齢化率は22.4％となっていますが、花鶴校区（30.4％）、

古賀東校区（28.5％）、青柳校区（25.6％）は高齢化率が高くなっています。 

 

【図表 3：行政区ごとの高齢者数・高齢化率】 
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（４）市全体の高齢者のいる世帯の状況 

平成 26 年 9 月末現在の 65 歳以上の高齢者のいる世帯は 9,173 世帯となっており、平成

21 年と比較すると 1,758 世帯増加しています。高齢者のいる世帯構成の推移をみると、高

齢者人口の増加に伴って平成 26 年の「高齢者のみの世帯」は 5,950 世帯で、平成 21 年と比

較すると 1,517 世帯増加しており、全世帯に占める割合は 25.0％となっています。中でも、

「ひとり暮らし高齢者世帯」や「高齢夫婦世帯」の割合が高くなってきており、高齢者のみ

で構成される世帯が増加傾向にあります。 

 

【図表 4：高齢者のいる世帯数の推移】 

 

 

 

  

住民基本台帳より　各年９月末　（単位：世帯）
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32.8% 33.5% 34.0% 35.3% 36.9% 38.6%
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（５）行政区ごとの高齢者のみの世帯の状況 

平成 26年 9 月末現在の市全体の高齢者のみの世帯の割合は 25.0％となっていますが、花

鶴校区（33.0％）、古賀東校区（30.1％）、青柳校区（27.5％）は高齢者のみの世帯の割合が

高くなっています。 

 

【図表 5：行政区ごとの全世帯数・高齢者のみの世帯数・高齢者のみの世帯率】 

 

住民基本台帳より（施設入所者を含む）　平成２６年９月末現在（単位：世帯）
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２．要介護（支援）認定者の推移 
 

 

（１）市全体の要介護（支援）認定者数・認定率の状況 

要介護（支援）認定者は、高齢者人口の増加とともに、年々増加しています。 

平成 26 年 9 月末現在、本市の要介護（支援）認定者数は 1,949 人、要介護（支援）認定

率（高齢者人口に占める要介護（支援）認定者の割合）は 14.5％で、福岡県や全国の平均

と比べて低い値で推移しています。 

要介護（支援）区分別にみると、平成 24 年から要支援認定者の増加傾向が続き、平成 26

年では、全体の 35.4％を占めています。 

 

【図表 6：要介護（支援）認定者数の推移】 

 

【図表 7：要介護（支援）認定率の比較】 
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（２）将来の要介護（支援）認定者数・認定率の推計 

平成 27 年以降の要介護（支援)認定者数について、高齢者人口の年齢階層別の推移と要介

護（支援）認定者数の実績をもとに推計しています。 

今後も要介護（支援）認定者数は増加し、平成 29 年には 2,376 人、平成 37 年には 3,215

人となり、要介護（支援）認定率は平成 29 年には 15.9％、平成 37 年には 18.9％まで上昇

すると見込まれます。 

 

【図表 8：要介護（支援）認定者数・認定率の推計】 
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（３）行政区ごとの要介護（支援）認定者数・認定率の状況 

平成 26年 9月末現在の市全体の要介護（支援）認定者の割合は 14.5％となっていますが、

古賀東校区（16.7％）、千鳥校区（15.8％）、青柳校区（14.7％）、古賀西校区（14.6％）は

要介護（支援）認定率が高くなっています。 

 

【図表 9：行政区ごとの 65 歳以上人口・要介護（支援）認定者数・要介護（支援）認定率】 
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（４）年齢階層別の要介護（支援）認定率の状況 

年齢階層別の要介護（支援）認定率とは、年齢層別に要介護（支援）認定を受けている人

がどのくらいいるかを表したものです。年齢が上がるとともに要介護認定（支援）率は上昇

していきます。 

 

【図表 10：年齢階層別の要介護（支援）認定率】 

 

 

 

（５）要介護（支援）認定の新規申請の状況 

   新規申請では、要支援（要支援 1・2）と認定される割合が増えてきており、平成 25年度

の新規申請の要介護（支援）認定状況は、全体の約半数が要支援者となっています。 

 

【図表 11：新規申請の要介護（支援）認定件数】 
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（６）要介護（支援）認定の更新（変更・介護申請を含む）申請後の認定区分の変化 

    

   要介護（支援）認定の有効期間は主に 6ヶ月、1年、2年となっています。要介護（支援）

状態が継続すると見込まれる場合は、要介護（支援）認定の更新を申請することができ、認

定の有効期間内に心身の状態が悪化、重度化するなどにより、介護の必要度が現在の区分に

該当しなくなったときは、区分の変更を申請することができます。その際に、認定の区分が

下がった場合を「改善」、同じ場合を「維持」、区分が上がった場合を「悪化」と捉えました。

ここ数年は「維持」の割合が約半数となっています。 

 

【図表 12：更新申請（変更・介護申請含む）後の認定区分の変化】 
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（７）要介護（支援）認定の原因疾病の状況 

  要介護（支援）認定に至った原因疾病をみると、認知症が最も多く、全体の 27.4％を

占めています。次いで、筋骨格系疾患（16.9％）、脳血管疾患（16.8％）、循環器系疾患（7.9％）、

転倒・骨折（6.8％）となっています。要介護（支援）認定に至った原因疾病を要介護（支

援）区分別に見ると、要支援認定者では筋骨格系疾患が多く、要介護認定者では認知症が

多くなっています。 

 

【図表 13：要介護（支援）認定者の原因疾病】 

 

【図表 14：要介護（支援）区分別の原因疾病割合】 
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（８）認知症高齢者の日常生活自立度の状況 

要介護（支援）認定者の増加とともに、「認知症高齢者の日常生活自立度」（※）がⅡ以上

の人も増加していくことが見込まれます。平成 26 年 9 月末現在、日常生活自立度Ⅱ以上の

人は 1,105 人ですが、平成 29 年には 1,377 人、団塊の世代が 75歳以上の後期高齢者となる

平成 37 年には 1,875 人になると見込まれます。 

平成 26 年 9 月末現在の要介護（支援）認定者を要介護（支援）区分別にみると、要介護

度が高くなるとともに日常生活自立度Ⅱ以上の人の割合は多くなっています。 

 

【図表 15：認知症高齢者日常生活自立度Ⅱ以上の要介護（支援)認定者の推移】 

 

【図表 16：要介護（支援）区分別認知症高齢者の日常生活自立度割合】 

 

※認知症高齢者の日常生活自立度とは、高齢者の認知症の程度とそれによる日常生活の自立度を客観的に把握するための指標。 

 自立：まったく認知症を有しない。 

Ⅰ：何らかの認知症を有するが、日常生活は家庭内及び社会的にほぼ自立している。 
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Ⅲ：日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが見られ、介護を必要とする。                  

Ⅳ：日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする。 
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（９）障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）の状況 

平成 26 年 9 月末現在の要介護（支援）認定者の「障害高齢者の日常生活自立度（寝たき

り度）」（※）を要介護（支援）区分別にみると、要支援 1・2 では「Ｊ」「Ａ」が約 99％と

なっています。要介護度が高くなるとともに「Ｂ」「Ｃ」の割合が高くなっています。 

 

【図表 17：要介護（支援）区分別障害高齢者の日常生活自立度（寝たきり度）割合】 

 
※障害高齢者の日常生活自立度とは、高齢者の障害の程度とそれによる日常生活の自立度を客観的に把握するための指標。 

   Ｊ：何らかの障害等を有するが、日常生活はほぼ自立しており、独力で外出する。 

   Ａ：屋内での生活は概ね自立しているが、介助なしには外出しない。 

   Ｂ：屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド上での生活が主体であるが、座位を保つ。 

   Ｃ：１日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替において介助を要する 
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３．介護保険サービスの推移 

 

 

（１）介護保険サービス利用者数の状況 

  要介護（支援）認定者の増加とともに、介護保険サービス利用者数も増加傾向にあり、平

成 26 年 9月の介護保険サービス利用者数は 1,638 人、サービス利用率は 84.0％となっていま

す。一方で、介護保険サービス未利用者も増えてきており、平成 26年 9月の介護保険サービ

スを要介護（支援）区分別に見ると、要支援 1 の介護保険サービス未利用率は、32.3％とな

っています。「介護保険に関するアンケート調査」では、介護保険サービスを利用していない

理由について、「自分で身の回りのことをするようにしている」「家族に介護をしてもらって

いる」と回答した人が多くなっています。 

 

【図表 18：介護保険サービス受給者数（利用者数）の推移】 
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229 252 233 176 338 311

84.2% 83.6% 85.6% 89.8% 81.7% 84.0%介護保険サービス利用率

要介護（支援）認定者数

介護保険サービス利用者数

介護保険サービス未利用者数

（）内は介護保険サービス利用率 平成２６年９月末日現在の認定者の同月の介護保険サービス利用分　（単位：人）
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210
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215
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138
(84.0%)

0
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要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

要介護（支援）認定者数 介護保険サービス利用者数
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（２）1人当たり介護給保険付費の状況 

 平成 26 年 9 月の介護保険サービス受給者 1 人当たりの介護保険給付費は、居宅サービスが

100,561 円、地域密着型サービスが 234,037 円、施設サービスが 301,779 円となっており、施設

サービスの 1人当たりの介護保険給付費が高くなっています。 

 

【図表 19：１人当たりの介護保険給付費の推移】 

 

 

 

 

 

 

  

各年９月介護保険サービス利用分（単位：円）

平成２１年 平成２２年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年

172,336,819 182,022,073 198,951,596 196,961,671 209,422,798 224,535,897

居宅サービス 88,386,640 96,055,104 103,756,746 108,541,379 117,475,930 130,829,958

地域密着型サービス 16,064,488 18,172,311 24,914,568 24,133,122 24,723,810 27,616,392

施設サービス 67,885,691 67,794,658 70,280,282 64,287,170 67,223,058 66,089,547

居宅サービス 94,632 97,025 98,069 88,823 99,136 100,561

地域密着型サービス 226,260 230,029 230,690 213,567 220,748 234,037

施設サービス 309,980 312,418 313,751 301,818 297,447 301,779

介護保険給付費（合計）

１人当たり介護保険給付費

平成２６年９月介護保険サービス利用分　（単位：円）

100,561

234,037

301,779

0

100,000

200,000

300,000

400,000

居宅サービス 地域密着型サービス 施設サービス
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（３）介護保険サービスの利用状況 

介護保険サービス利用件数の総数をみると、増加傾向が続いています。本市でも高齢化が

進み、要介護（支援）認定者が増加していることを反映したものと考えられます。各サービ

スの利用件数の推移をみると、居宅サービスの利用件数は年々増加しています。 

 

【図表 20：介護保険サービスの利用件数の推移】 

 
  

（単位：件）

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度
平成２６年度
（見込）

居宅サービス 30,033 32,793 35,212 38,048 41,102 45,522

訪問介護 3,373 3,572 3,788 4,053 4,227 4,559

訪問入浴介護 164 158 131 166 147 207

訪問看護 649 737 821 1,143 1,276 1,467

訪問リハビリテーション 336 346 349 261 214 188

居宅療養管理指導 1,661 2,008 2,492 2,895 3,277 3,657

通所介護 6,009 6,445 6,979 7,394 7,723 8,780

通所リハビリテーション 1,779 1,950 2,147 2,170 2,451 2,456

短期入所生活介護 993 1,223 1,264 1,175 1,506 1,097

短期入所療養介護 22 33 23 26 34 36

福祉用具貸与 4,162 4,640 4,903 5,563 6,262 8,088

特定福祉用具販売 131 147 137 130 167 162

住宅改修 144 158 168 188 197 189

特定施設入居者生活介護 953 922 838 792 787 800

介護予防支援・居宅介護支援 9,657 10,454 11,172 12,092 12,834 13,836

地域密着型サービス 891 921 1,287 1,370 1,334 1,352

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 - - - 0 0 0

夜間対応型訪問介護 0 0 0 0 0 0

認知症対応型通所介護 0 0 0 0 0 0

小規模多機能型居宅介護 97 124 144 195 187 171

複合型サービス - - - 0 0 0

認知症対応型共同生活介護 775 797 827 827 804 839

地域密着型特定施設入居者生活介護 19 0 0 0 0 0

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 0 0 316 348 343 342

施設サービス 2,658 2,705 2,722 2,556 2,672 2,817

介護老人福祉施設 692 720 775 803 901 1,137

介護老人保健施設 482 555 538 498 544 535

介護療養型医療施設 1,484 1,430 1,409 1,255 1,227 1,145

※各年度における年間の合計値

※平成２６年度の値は、平成２６年４月~平成２６年１１月（審査分）の実績を基に算出した見込数

サービス区分
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（４）介護保険給付費の状況 

介護保険給付費の総額をみると、増加傾向が続いています。本市でも高齢化が進み、要介

護（支援）認定者が増加していることを反映したものと考えられます。各サービスの介護保

険給付費の推移をみると、居宅サービス費は年々増加しています。 

 

【図表 21：介護保険給付費の推移】 

 

（単位：円）

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度
平成２６年度
（見込）

居宅サービス費 1,033,742,775 1,145,493,790 1,231,912,396 1,317,032,607 1,383,955,008 1,545,173,303

訪問介護 101,744,227 108,951,169 119,853,010 135,883,454 145,539,598 161,285,978

訪問入浴介護 9,727,015 9,510,811 8,102,346 9,947,312 8,531,214 11,264,062

訪問看護 27,496,558 28,826,357 33,536,011 47,503,332 51,753,748 65,601,702

訪問リハビリテーション 9,761,258 9,685,156 10,948,995 8,329,783 7,289,563 8,110,736

居宅療養管理指導 15,084,270 17,417,250 20,281,770 22,355,559 25,327,599 29,031,726

通所介護 396,847,279 445,278,090 485,945,597 527,870,657 553,516,003 636,869,030

通所リハビリテーション 116,897,874 125,114,926 136,807,645 138,169,244 145,560,882 155,077,395

短期入所生活介護 58,606,897 75,497,803 91,096,124 93,175,296 97,399,158 105,019,401

短期入所療養介護 1,156,869 1,901,826 1,255,498 1,667,107 3,483,501 3,113,047

福祉用具貸与 42,265,674 46,823,751 49,088,196 54,820,575 59,454,148 67,837,736

特定福祉用具販売 3,059,171 3,878,506 3,487,459 3,647,570 4,078,730 3,763,446

住宅改修 11,226,008 13,024,955 13,713,997 13,925,212 16,242,975 16,144,954

特定施設入居者生活介護 151,053,531 154,854,574 137,520,733 134,178,393 134,932,856 140,847,318

介護予防支援・居宅介護支援 88,816,144 104,728,616 120,275,015 125,559,113 130,845,033 141,206,772

地域密着型サービス費 203,755,023 215,834,693 296,262,909 320,007,493 306,716,200 327,037,130

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 - - - 0 0 0

夜間対応型訪問介護 0 0 0 0 0 0

認知症対応型通所介護 0 0 0 0 0 0

小規模多機能型居宅介護 14,053,257 22,052,367 20,637,459 28,671,894 24,902,946 26,015,562

複合型サービス - - - 0 0 0

認知症対応型共同生活介護 186,144,228 193,782,326 199,733,877 203,545,864 198,070,423 212,200,167

地域密着型特定施設入居者生活介護 3,557,538 0 0 0 0 0

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 0 0 75,891,573 87,789,735 83,742,831 88,821,401

施設サービス費 825,646,271 834,118,452 840,979,259 786,234,408 813,084,765 853,416,930

介護老人福祉施設 165,357,526 171,473,248 187,752,399 196,581,163 217,719,395 275,704,139

介護老人保健施設 126,263,240 146,655,100 142,026,255 134,537,517 144,464,414 143,725,301

介護療養型医療施設 534,025,505 515,990,104 511,200,605 455,115,728 450,900,956 433,987,490

その他 92,865,542 98,086,377 113,849,141 123,364,132 141,904,742 146,723,449

特定入所者生活介護（介護予防)サービス費 51,392,850 50,129,290 65,471,390 70,407,020 78,255,065 85,371,671

高額介護（介護予防）サービス費 36,350,665 41,498,189 42,944,726 44,936,209 56,016,718 53,827,570

高額医療合算介護（介護予防）サービス費 2,624,227 3,932,318 3,100,765 5,940,103 5,731,370 5,582,488

審査支払手数料 2,497,800 2,526,580 2,332,260 2,080,800 1,901,589 1,941,720

2,156,009,611 2,293,533,312 2,483,003,705 2,546,638,640 2,645,660,715 2,872,350,812

2,423,668,956 2,560,146,846 2,650,707,429 2,861,907,000 3,084,202,000 3,330,276,000

88.96% 89.59% 93.67% 88.98% 85.78% 86.25%

※各年度における年間の合計値

※平成２６年度の値は、平成２６年４月~平成２６年１１月（審査分）の実績を基に算出した見込数

(A)介護保険給付費合計

(B)計画値

計画比(A/B)

サービス区分
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（５）介護保険サービスの利用件数と介護保険給付費の推移 

介護保険サービスの利用件数と介護保険給付費をサービス区分別のグラフでみると、居宅

サービス費が利用件数、介護保険給付費ともに増加傾向が続いていることがわかります。ま

た、施設サービス費は、件数は少ないものの、介護保険給付費は高くなっています。 

 

【図表 22：介護保険サービス利用件数の推移】 

 

 

【図表 23：介護保険給付費の推移】 

 
  

（単位：件）

30,033
32,793

35,212
38,048

41,102
45,522
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平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

（見込）

居宅サービス 地域密着型サービス 施設サービス

33,582

36,419
39,221

41,974
45,108

49,691

（単位：千円）

1,033,743
1,145,494

1,231,912 1,317,033 1,383,955
1,545,173

203,755

215,835

296,263
320,007

306,716

327,037
825,646

834,118

840,979
786,234

813,085

853,417

0千円

500,000千円

1,000,000千円

1,500,000千円

2,000,000千円

2,500,000千円

3,000,000千円

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度 平成２６年度

（見込）

居宅サービス費 地域密着型サービス費 施設サービス費

2,063,144
2,195,447

2,369,155
2,423,275

2,503,756

2,725,627
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（６）地域支援事業費の状況 

  地域支援事業とは、要支援・要介護状態になることを予防するためとともに、要介護状態と

なった場合でも、できるだけ住み慣れた地域で自立した日常生活を営むことができるよう支援

するための事業です。地域支援事業には、要支援・要介護状態の予防、軽減、悪化防止のため

の「介護予防事業」、地域の総合相談、権利擁護、ケアマネジメント支援等を行う「包括的支

援事業」、市町村の判断により行われる「任意事業」があります。 

  高齢者人口の増加とともに、事業費は年々増加傾向にあります。 

 

【図表 24：地域支援事業費の推移】 

 

  

（単位：円）

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度
平成２６年度

（見込）

22,106,073 25,419,948 27,227,981 24,679,595 25,434,990 26,095,498

一次予防事業 11,873,289 8,882,736 7,547,098 9,187,375 8,239,880 7,019,498

高齢者生活管理指導事業 475,100 339,450 244,050 269,150 411,700 330,350
高齢者生きがいづくり支援センター

（えんがわくらぶ）運営事業 1,597,654 1,587,845 1,590,611 1,612,815 1,568,609 1,657,944
高齢者軽運動促進事業

（いきいきボールンピック事業） 78,492 70,807 12,800

地域介護予防推進事業 5,648,096 4,364,798 4,165,900

一次予防対象者通所型介護予防事業 － 700,000 530,000 355,000 510,000 600,000

高齢者等介護支援ボランティア活動支援事業 － － － 121,172 185,766 252,504

介護予防普及啓発事業（介護予防講演会） 2,575,350 － － 1,102,650 1,128,200 -

認知症サポーターキャラバン事業 409,504 213,775 － － － -

10,232,784 16,537,212 19,680,883 15,492,220 17,195,110 19,076,000

二次予防対象者通所型介護予防事業 2,400,000 5,747,000 8,400,000 6,180,000 8,034,000 8,700,000

二次予防対象者把握事業 7,603,373 10,576,201 11,060,708 8,984,338 8,836,287 9,875,000

二次予防対象者訪問型介護予防事業 229,411 214,011 220,175 327,882 324,823 501,000

包括的支援事業 34,456,802 39,418,584 33,696,755 40,397,017 51,954,938 52,592,000

9,976,867 10,641,799 6,486,734 6,690,570 11,829,584 10,749,000

24,479,935 28,776,785 27,210,021 33,706,447 40,125,354 41,843,000

介護支援専門員マネジメント力向上事業 72,000 40,000 32,160 87,000

包括支援一般事務 27,138,021 33,666,447 40,093,194 41,756,000

任意事業 6,257,883 4,770,680 5,086,375 5,444,605 5,753,015 13,134,750

1,489,823 － － － － 722,000

360,000 400,000 349,020 439,516 410,795 674,000

家族介護力向上事業 360,000 400,000 200,000 200,000 200,000 200,000

認知症サポーター養成事業 － － 149,020 239,516 210,795 239,000

認知症高齢者等徘徊ＳＯＳネットワーク事業 - - - - - 235,000

4,408,060 4,370,680 4,737,355 5,005,089 5,342,220 11,738,750

高齢者成年後見制度利用支援事業 9,350 11,330 0 30,029 52,400 686,000

介護用品（紙おむつ）給付事業 4,104,710 4,359,350 4,737,355 4,975,060 5,289,820 5,994,360

高齢者配食事業 － － － － － 5,058,390

地域自立生活支援事業 294,000 － － － － -

62,820,758 69,609,212 66,011,111 70,521,217 83,142,943 91,822,248

72,369,000 76,714,000 79,371,000 83,582,000 90,549,000 98,937,000

86.81 % 90.74 % 83.17 % 84.37 % 91.82 % 92.81 %

事業区分

6,815,681 6,041,666 5,182,437

24,479,935 28,776,785

介護予防事業

地域支援事業費合計

計画値

計画比

二次予防対象者介護予防マネジメント事業

包括的・継続的支援事業

介護給付費適正化事業

家族介護支援事業

その他事業

二次予防事業
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４．高齢者等アンケート調査の実施結果 
 

 

（１）調査概要 

計画策定の基礎資料として、高齢者の心身の状態や日常生活の状況、介護保険などに関す

るニーズや考え方を把握するため、アンケート調査を実施しました。 

 

【図表 25：アンケート調査の概要】 

 

  

①高齢者福祉に関する
基礎調査

②介護保険に関する
アンケート調査

③介護支援専門員に関する
アンケート調査

調査対象者
第１号被保険者

（要介護（支援）認定者を除く）
要介護（支援）認定者
（認定更新申請者）

古賀市内の
居宅介護支援事業所等に
勤務する介護支援専門員

抽出方法

①平成２６年１月１日現在、
６５歳以上である２月生まれの人

②平成２６年４月１日現在、
６５歳以上である６月生まれの人

平成２６年１月４日以降の
要介護（支援）認定更新者

全数

調査方法 郵送による配布・回収
窓口・郵送配布
窓口・郵送回収

郵送配布
郵送回収

標本数 １，６４４人 ９７７人 ５３人

有効回収数
（有効回収率）

１，１３２人
（６８．９％）

５１４人
（５２．６％）

４２人
（７９．２％）

調査期間

①平成２６年２月１２日～
　平成２６年２月２８日

②平成２６年５月１３日～
平成２６年５月３０日

　平成２６年１月４日～
平成２６年７月２５日

　平成２６年５月１３日～
平成２６年５月３０日
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（２） 「高齢者福祉に関する基礎調査」結果 

 

① 運動 

・ 「階段を昇る際に手すり等を伝う」と回答した人は 31.4％、転倒に対する不安が大

きいと回答した人は 34.8％で他の項目と比べて高い割合となっています。 

・ 運動機能低下のリスク該当者は、男女比では女性の方が高く、年齢の上昇とともに

リスク該当者は増加しています。 

   

  ●評価方法 

   下記の 5項目について、3項目以上該当する場合、運動機能低下の「リスク該当者」とし

て判定しました。 

 

 

 

  

62.8%

80.3%

84.2%

16.9%

34.8%

31.4%

15.2%

10.6%

81.4%

61.9%

5.7%

4.5%

5.2%

1.8%

3.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①階段昇降

②椅子からの立ち上がり

③継続歩行

④転倒

⑤転倒不安の増大

運動
はい いいえ 未回答

①階段は、手すりや壁を伝わらずに昇っていますか。（該当：いいえ）

②椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか。（該当：いいえ）

③１５分くらい続けて歩いていますか。（該当：いいえ）

④この１年間に転んだことがありますか。（該当：はい）

⑤転倒に対する不安は大きいですか。（該当：はい）

【図表２６】

件数=1,132
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② 閉じこもり 

・ 外出の頻度が週 1回以下の人は 5.4％となっています。 

・ 年齢の上昇とともにリスク該当者も増加する傾向にあり、90歳以上の女性の 50.0％

がリスク該当者となっています。 

 

●評価方法 

   下記の項目について、「いいえ」と回答した場合、閉じこもりの「リスク該当者」として

判定しました。 

 

 

  

90.3% 5.4% 4.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

件数=1,132

週に１回以上は外出していますか
（該当：いいえ）

はい いいえ 未回答

【図表２８】

2.7% 3.9% 3.8% 4.0%

15.0%
20.0%

2.6% 3.4%

9.2%

16.2%

11.5%

50.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

閉じこもりのリスク該当者

男性 女性

【図表２９】
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③ 転倒 

・ 「歩行速度が低下している」と回答した人は 50.4％で他の項目と比べて高い割合と

なっています。 

・ 男女とも年齢の上昇とともにリスク該当者も増加する傾向にあり、90 歳以上の女性

の 77.8％、男性の 60.0％がリスク該当者となっています。 

 

●評価方法 

   下記の 5項目について、合計点数が 6点以上の場合、転倒の「リスク該当者」として判定

しました。 

 

 

  

16.9%

26.8%

50.4%

6.1%

81.4%

70.9%

47.7%

91.7%

1.8%

2.3%

1.9%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①転倒

②背中の丸まり

③歩行速度の低下

④杖の使用

転倒

はい いいえ 未回答

①この１年間に転んだことがありますか。（はい：５点 いいえ：０点）

②背中が丸くなってきましたか。（はい：２点 いいえ：０点）

③以前と比べて、歩く速度が遅くなってきたと思いますか。（はい：２点 いいえ：０点）

④杖を使っていますか。（はい：２点 いいえ：０点）

⑤現在、医師の処方した薬を何種類飲んでいますか。（５種類以上：２点 その他回答：０点）

【図表３０】

件数=1,132

16.7% 16.2% 11.6% 9.6% 18.3% 23.5% 4.2%⑤服薬

１種類 ２種類 ３種類 ４種類 ５種類以上 飲んでいない 未回答

10.0%

19.2%

17.1%

23.1%

31.8%

60.0%

12.6%

15.9%

23.7%

33.3% 34.5%

77.8%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

転倒のリスク該当者

男性 女性

【図表３１】
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④ 低栄養 

・ 80～89 歳の男性にリスク該当者の割合が他と比べて高くなっています。 

 

●評価方法 

   下記の 2項目について、全て該当する場合、低栄養の「リスク該当者」として判定しまし

た。 

 

 

  

9.5% 87.5% 3.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①体重減少

低栄養
はい いいえ 未回答

①最近６ヶ月間で、２～３ｋｇ以上の体重減少がありましたか。（該当：はい）

②ＢＭＩ【Body Mass Index／体重÷身長×身長】（該当：１８．５未満）

【参考】肥満度の判定基準（日本肥満学会２０００）

低体重（やせ）：ＢＭＩが１８．５未満

普通体重 ：ＢＭＩが１８．５以上 ２５未満

肥満 ：ＢＭＩが２５以上

【図表３２】

件数=1,132

8.1% 69.1% 19.0% 3.8%②ＢＭＩ

１８．５未満 １８．５以上２５．０未満 ２５．０以上 未回答

1.1%
1.3%

0.0%

4.0%

5.0%

0.0%
0.9%

1.1%

0.8%

0.0% 0.0%
0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

低栄養のリスク該当者

男性 女性

【図表３３】
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⑤ 口腔 

・ 「半年前に比べて固い物が食べにくくなっている」と回答した人が 25.7％となって

います。 

・ 女性は、年齢の上昇とともにリスク該当者は増加しています。男性は 85～89 歳にリ

スク該当者の割合が高くなっています。 

 

●評価方法 

   下記の 3項目について、2項目以上該当する場合、口腔ケアの「リスク該当者」として判

定しました。 

 

 

 

  

25.7%

19.2%

20.7%

72.6%

79.4%

77.1%

1.7%

1.4%

2.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①固い物が食べにくい

②汁物にむせる

③口の渇き

口腔
はい いいえ 未回答

①半年前に比べて、固いものが食べにくくなりましたか。（該当：はい）

②お茶や汁物等で、むせることがありますか。（該当：はい）

③口の渇きが気になりますか。（該当：はい）

【図表３４】

件数=1,132

12.9%

19.6%

13.8%

18.0%

45.0%

20.0%

11.5%

17.3%

16.2%

20.6%

30.8%

37.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

口腔ケアのリスク該当者

男性 女性

【図表３５】
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⑥ 認知 

・ 「物忘れがあると言われる」、「自分で電話をかけない」と回答した人は 1 割を超え

ており、「今日の日付がわからないことがある」と回答した人は 18.7％となってい

ます。 

・ 男性のリスク該当者の割合が女性と比べてやや高くなっていますが、90 歳以上では

女性のリスク該当者の割合が高くなっています。 

 

●評価方法 

   下記の 3項目について、1項目以上該当する場合、認知機能低下の「リスク該当者」とし

て判定しました。 

 

 

  

12.2%

88.6%

18.7%

84.8%

10.2%

79.4%

3.0%

1.1%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①同じことを聞く

②自分で電話をかける

③今日の日付がわからない

認知
はい いいえ 未回答

①周りの人から、「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言われますか。（該当：はい）

②自分で電話番号を調べて電話をかけることをしていますか。（該当：いいえ）

③今日が何月何日かわからない時がありますか。（該当：はい）

【図表３６】

件数=1,132

33.9%
36.6% 35.0%

32.0%

40.0% 40.0%

22.9%

30.7% 30.8% 30.9%
26.9%

62.5%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

認知機能低下のリスク該当者

男性 女性

【図表３７】
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⑦ うつ 

・ 「以前は楽にできていたことが、今ではおっくうに感じられる」と回答した人が

33.7％となっています。 

・ 男女とも年齢の上昇とともにリスク該当者も増加する傾向にありますが、90 歳以上

の女性のリスク該当者の割合は 12.5％と低くなっています。 

 

●評価方法 

   下記の 5項目について、2項目以上該当する場合、うつの「リスク該当者」として判定し

ました。 

 

 

  

17.0%

13.6%

33.7%

17.2%

23.9%

76.1%

79.2%

60.4%

74.4%

70.0%

7.0%

7.2%

5.8%

8.4%

6.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①充実感がない

②楽しめない

③おっくう

④無能感

⑤疲労感

うつ
はい いいえ 未回答

①（ここ２週間）毎日の生活に充実感がない。（該当：はい）

②（ここ２週間）これまで楽しんでやれていたことが楽しめなくなった。（該当：はい）

③（ここ２週間）以前は楽にできていたことが、今はおっくうに感じられる。（該当：はい）

④（ここ２週間）自分が役に立つ人間だと思えない。（該当：はい）

⑤（ここ２週間）わけもなく疲れたような感じがする。（該当：はい）

【図表３８】

件数=1,132

26.9% 25.5%

31.3%

40.0%

55.0%

60.0%

22.9% 23.5%

36.9%

36.8%

46.2%

12.5%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

うつのリスク該当者

男性 女性

【図表３９】



第 2章 高齢者を取り巻く現状 

33 

⑧ 虚弱 

・ 「友人の家を訪問していない」と回答した人が 38.8％となっています。 

・ 男女とも年齢の上昇とともにリスク該当者も増加する傾向にあり、90 歳以上の女性

のリスク該当者の割合は 50.0％と特に高くなっています。 

 

●評価方法 

   26～33 ページの「運動」「閉じこもり」「低栄養」「口腔」「認知」に関する設問 14項目と

下記の 6項目を合わせた 20 項目について、10項目以上該当する場合、虚弱の「リスク該当

者」として判定しました。 

 

 

24.6%

59.8%

82.3%

70.6%

38.8%

15.8%

4.9%

1.4%

1.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

①外出頻度の減少

②友人訪問

③相談を受ける

虚弱

はい いいえ 未回答

①昨年と比べて外出の回数が減っていますか。（該当：はい）

②友人の家を訪ねていますか。（該当：いいえ）

③家族や友人の相談にのっていますか。（該当：いいえ）

④一人での外出はできていますか（徒歩・自転車・バス・電車、自家用車など）（該当：できない）

⑤日用品の買物をしていますか。（該当：できない）

⑥預貯金の出し入れをしていますか。（該当：できない）

【図表４０】

件数=1,132

92.8%

85.9%

83.2%

4.2%

11.2%

13.6%

2.4%

2.0%

2.6%

0.6%

0.9%

0.6%

④一人での外出

⑤日用品の買物

⑥預貯金の出し入れ

できるし、している できるけどしていない できない 未回答

2.2%

7.8%

2.5% 6.0%

10.0%

20.0%

2.2%

2.8%

7.7%

19.1%

15.4%

50.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

虚弱のリスク該当者

男性 女性

【図表４１】
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⑨ 趣味 

・ 「趣味がある」と回答した人は 83.0％となっています。 

・ 女性は年齢の上昇とともに「趣味がある人」の割合が低くなっています。 

 

 

⑩ 生きがい 

・ 「生きがいがある」と回答した人が 86.2％となっています。 

・ 男女ともは年齢の上昇とともに「生きがいがある人」の割合が低くなっており、女

性の 90 歳以上では 37.5％となっています。 

 

 

83.0% 15.5% 1.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

件数=1,132

趣味はありますか

はい いいえ 未回答

【図表４２】

82.3%

84.3%
91.3%

80.0% 80.0% 80.0%
88.5%

83.8%
77.7% 73.5% 76.9%

37.5%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

男女・年齢別

男性 女性

【図表４３】

86.2% 11.0% 2.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

件数=1,132

生きがいはありますか

はい いいえ 未回答

【図表４４】

86.0% 82.4%

91.3%

86.0%
80.0%

80.0%
88.5% 88.3%

84.6%

88.2% 84.6%

37.5%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85～89歳 90歳以上

男女・年齢別

男性 女性

【図表４５】
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⑪ 会・グループ等への参加頻度 

・ 会・グループ等に「参加している（週 4回以上～年に数回）」割合は、町内会・自治

会（51.3％）、趣味関係（41.9％）、スポーツ関係（31.4％）、ボランティア（22.9％）、

学習・教養サークル（18.8％）、老人クラブ（15.6％）の順となっています。 

・ 週１回以上の割合が高いものは、スポーツ関係（20.9％）、趣味関係（19.8％）、ボ

ランティア（5.6％）であり、町内会・自治会は「年に数回」が最も多く、40.7％と

なっています。 

 

 

 

  

0.4%

4.4%

6.4%

1.4%

0.9%

0.2%

1.5%

0.5%

7.9%

8.0%

1.9%

1.4%

1.0%

2.8%

1.1%

7.5%

6.5%

2.3%

2.5%

0.8%

2.5%

8.6%

14.5%

4.7%

6.9%

7.0%

6.5%

7.2%

40.7%

7.6%

5.8%

10.4%

7.0%

7.1%

14.6%

38.0%

48.4%

57.3%

64.9%

70.1%

74.4%

59.3%

10.7%

9.7%

11.1%

12.1%

11.2%

10.1%

12.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

町内会・自治会

趣味関係

スポーツ関係

ボランティア

学習・教養サークル

老人クラブ

その他

会・グループへの参加頻度

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 未回答

【図表４６】
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⑫ 社会参加活動や仕事の活動頻度 

・ ⑫ 社会参加活動や仕事に「（週 4 回以上～年に数回）参加している」割合は地域

の美化活動（43.3％）、収入のある仕事（22.3％）、高齢者の見守り支援（8.6％）、

子育て支援（6.2％）、高齢者の介護支援（5.9％）の順となっています。 

・ 週 1回以上の割合が高いものは、収入のある仕事（17.6％）となっています。 

 

 

  

0.4%

9.9%

0.7%

1.7%

0.7%

0.4%

6.3%

0.5%

0.4%

0.5%

0.8%

1.4%

0.8%

0.2%

0.7%

3.1%

2.0%

3.4%

0.8%

1.4%

38.6%

2.7%

3.2%

3.1%

2.6%

45.5%

67.0%

79.5%

81.2%

81.9%

11.2%

10.7%

11.8%

12.6%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域の美化活動

収入のある仕事

高齢者の見守り支援

子育て支援

高齢者の介護支援

社会参加活動や仕事の活動頻度

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 参加していない 未回答

【図表４７】
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⑬ 周りの人との助け合い（複数回答可） 

・ いずれの設問でも「助け合う人がいる」割合が高くなっています。 

・ 「①心配事や愚痴を聞いてくれる人」「②心配事や愚痴を聞いてあげる人」では、「③

看病や世話をしてくれる人」「④看病や世話をしてあげる人」よりも「近隣」や「友

人」の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

58.7%
23.9%

34.4%
32.0%

10.3%
37.7%

2.2%
3.9%
4.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

未回答

①心配事や愚痴を聞いてくれる人
【図表４８】

件数=1,132

54.2%
22.2%

33.7%
34.0%

11.9%
39.6%

1.4%
5.2%
5.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

未回答

②心配事や愚痴を聞いてあげる人
【図表４９】

件数=1,132

62.2%
28.4%

30.7%
13.8%

1.9%
4.6%

1.7%
3.2%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

未回答

③看病や世話をしてくれる人
【図表５０】

件数=1,132

64.0%
25.4%

23.6%
21.4%

2.4%
5.7%

1.8%
8.3%

6.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

配偶者

同居の子ども

別居の子ども

兄弟姉妹・親戚・親・孫

近隣

友人

その他

そのような人はいない

未回答

④看病や世話をしてあげる人
【図表５１】

件数=1,132
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⑭ 友人関係 

・ 「①友人・知人に会う頻度」は、「月 1～3 回」と回答した人が 20.2％と最も多く、

次いで「週 2～3回」（18.6％）、「年に数回」（18.6％）となっています。 

・ 「①友人・知人に会う頻度」を男女別に見ると、男性に比べて女性の方が友人・知

人と会う頻度が高くなっています。 

 

 

・ 「②この 1ヶ月間に会った友人・知人の人数」は、「10 人以上」と回答した人が 33.7％

と最も多く、次いで「3～5人」（21.0％）、「1～2人」（15.8％）となっています。 

 

 

⑮ 健康・疾病 

・ 「①普段の自分の健康」は、「普通」と回答した人が 37.2％と最も多く、次いで「ま

あまあ健康」（32.2％）となっています。 

 

  

16.1%

15.0%

16.9%

18.6%

14.8%

21.5%

11.3%

9.1%

13.0%

20.2%

19.8%

20.5%

18.6%

23.1%

15.0%

9.8%

13.2%

7.2%

5.5%

5.1%

5.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（1,132件）

男（494件）

女（638件）

①友人・知人に会う頻度はどのくらいですか

週４回以上 週２～３回 週１回 月１～３回 年に数回 会っていない 未回答

【図表５２】

11.4%

15.4%

8.3%

15.8%

15.6%

16.0%

21.0%

19.0%

22.6%

12.0%

10.3%

13.3%

33.7%

34.0%

33.5%

6.0%

5.7%

6.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（1,132件）

男（494件）

女（638件）

②この１ヶ月間、何人の友人・知人に会いましたか

０人（いない） １～２人 ３～５人 ６～９人 １０人以上 未回答

【図表５３】

9.5%

9.9%

9.1%

32.2%

34.4%

30.4%

37.2%

34.2%

39.5%

13.3%

14.6%

12.4%

4.5%

4.3%

4.7%

3.4%

2.6%

3.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（1,132件）

男（494件）

女（638件）

①普段、ご自分で健康だと思いますか
とても健康 まあまあ健康 普通 あまり健康ではない 健康ではない 未回答

【図表５４】
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・ 「②現在治療中または後遺症のある病気」は、「高血圧」と回答した人が 37.0％と

最も多く、次いで「目の病気」（15.6％）、「筋骨格系の病気（骨粗しょう症・関節症

等）」（12.2％）、「糖尿病」（11.1％）、「高脂血症（脂質異常）」（11.1％）となってい

ます。 

 

 

⑯ 介護が必要になったときの生活の場 

・ 「①今後の介護の希望」は、「家族の介護に加え、介護サービスを利用しながら、自

宅で暮らしたい」と回答した人が 47.4％と最も多く、《自宅》での生活を希望する

人は 70.2％となっています。 

 

 

  

37.0%

15.6%

12.2%

11.1%

11.1%

9.3%

8.1%

5.0%

4.7%

4.3%

3.4%

3.1%

2.1%

1.9%

1.8%

0.6%

0.0%

13.6%

17.2%

6.4%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

高血圧

目の病気

筋骨格の病気（骨粗しょう症・関節症等）

糖尿病

高脂血症（脂質異常）

心臓病

胃腸・肝臓・胆のうの病気

腎臓・前立腺の病気

耳の病気

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

がん

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

外傷（転倒・骨折等）

血液・免疫の病気

うつ病

認知症（アルツハイマー病等）

パーキンソン病

その他

ない

未回答

②現在治療中、または後遺症のある病気はありますか（複数回答可）【図表５５】

件数=1,132

12.8%

16.6%

9.9%

47.4%

52.4%

43.6%

10.0%

5.9%

13.2%

13.8%

10.3%

16.5%

6.2%

6.5%

6.0%

3.4%

3.2%

3.6%

6.4%

5.1%

7.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（1,132件）

男（494件）

女（638件）

①将来、仮に介護が必要になったとき、どのような暮らしがしたいと思いますか

家族のみに介護してもらいながら、自宅で生活したい 家族の介護に加え、介護サービスを利用しながら、自宅で暮らしたい

介護サービスのみを利用しながら、自宅で生活したい 家庭的な雰囲気の少人数で過ごす施設で暮らしたい

入所者が多く、大規模な施設で暮らしたい その他

未回答

【図表５６】

《自宅》
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・ 「②死期が迫ったときの生活場所」は、「自宅」と回答した人が 39.0％と最も多く、

次いで「病院などの医療施設」（15.6％）となっています。 

 

 

・ 「③今後取り組みたい活動」は、「趣味（スポーツ・学習・教養以外）の活動」と回

答した人が 28.8％と最も多く、次いで「スポーツ活動」（17.0％）、「ボランティア

活動」（12.1％）、「学習や教養のサークル活動」（11.3％）、「収入のある仕事」（10.6％）

となっています。 

 

  

39.0%

49.0%

31.2%

4.2%

3.4%

4.9%

0.9%

1.0%

0.8%

15.6%

15.2%

16.0%

13.2%

8.1%

17.1%

0.9%

0.8%

0.9%

14.8%

12.1%

16.9%

11.4%

10.3%

12.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（1,132件）

男（494件）

女（638件）

②将来、治る見込みがなく死期が迫っている（６ヶ月以内）と告げられた場合、どこで暮らしたいと思いますか

自宅 家庭的な雰囲気の少人数で過ごす施設 入所者が多く、大規模な施設で暮らしたい

病院などの医療施設 ホスピス施設 その他

わからない 未回答

【図表５７】

28.8%

17.0%

12.1%

11.3%

10.6%

8.7%

8.3%

8.0%

4.2%

2.0%

2.8%

34.9%

6.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

趣味（スポーツ・学習・教養以外）の活動

スポーツ活動

ボランティア活動

学習や教養のサークル活動

収入のある仕事

老人クラブ

地域の環境改善（美化）活動

町内会や自治会の活動

高齢者を支援する活動

子育てを支援する活動

その他

特にない

未回答

③今後、新たに（または引き続き）取り組みたいと思う活動はどれですか（複数回答可）【図表５８】

件数=1,132
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（３） 「介護保険に関するアンケート調査」結果 

 

① 生活の場所 

・ 普段生活をしている場所は、「自宅」と回答した人が 68.1％と最も多い。 

・ 要介護度の上昇とともに「自宅」と回答した人が減少し、要介護 5では 25.0％とな

っています。 

 

 

② 在宅で生活する人の介護保険サービス 

・ 「①介護保険サービスの利用」について、利用していると回答した人は 89.1％とな

っています。 

・ 利用していないと回答した人は要支援 1で 16.1％と最も多くなっています。 

 

  

68.1%

89.7%

83.7%

73.4%

71.4%

31.1%

28.9%

25.0%

100.0%

55.6%

5.8%
4.1%

3.3%

6.3%

7.8%

8.2%

13.3%

1.9%

2.4%

1.3%

2.6%

6.6%

4.7%

0.8%
5.1%

3.9%

18.0%

8.9%

5.6%

5.8%

1.0%
1.6%

3.8%

1.3%
18.0%

22.2%

16.7%

1.0%

1.3%

1.3%

3.3%

8.3%

2.7%

6.6%

11.1%

33.3%

5.6%

9.9%

5.2%

8.1%

8.9%

11.7%

8.2%

15.6%

16.7%

33.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(514件）

要支援１(97件）

要支援２(123件）

要介護１(79件）

要介護２(77件）

要介護３(61件）

要介護４(45件）

要介護５(12件）

認定なし(新規申請)(2件）

未回答(18件）

①普段生活をしている場所はどこですか
自宅（家族や親族等の自宅を含む） 有料老人ホーム ケアハウス（軽費老人ホーム）
グループホーム 介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム） 介護老人保健施設
介護療養型医療施設（療養病床等） 未回答

【図表５９】

89.1%

81.6%

93.2%

89.7%

94.5%

94.7%

100.0%

100.0%

70.0%

9.4%

16.1%

6.8%

8.6%

3.6%

5.3%

50.0%

30.0%

1.4%

2.3%

1.7%

1.8%

50.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

合計(350件）

要支援１(87件）

要支援２(103件）

要介護１(58件）

要介護２(55件）

要介護３(19件）

要介護４(13件）

要介護５(3件）

認定なし（新規申請）(2件）

未回答(10件）

①現在、介護保険のサービスを利用していますか

利用している 利用していない 未回答

【図表６０】
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・ 「②介護保険サービスを利用していない理由」は、「自分で身の回りのことをするよ

うにしている」と回答した人が 39.4％と最も多く、次いで「家族に介護をしてもら

っている」（24.2％）、「今のところサービスを受ける必要がない」（21.2％）となっ

ています。 

 

 

③ 施設で生活する理由 

・ 「施設で生活する理由」は、「家族はいるが十分な介護ができない」と回答した人が

54.9％と最も多く、次いで「常時介護が必要」（37.2％）、「介護する家族がいない」

（18.6％）となっています。 

 

  

39.4%

24.2%

21.2%

9.1%

6.1%

6.1%

6.1%

3.0%

3.0%

0.0%

0.0%

6.1%

12.1%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0%

自分で身の回りのことをするようにしている

家族に介護をしてもらっている

今のところサービスを受ける必要がない

入院中である

認定を受けていない（新規申請）

利用料の負担が大きい

希望するサービスがない

他人を家の中に入れるのは抵抗がある

利用方法がわからない

サービスを使うのは世間体がわるい

他人に介護されるのがいや

その他

未回答

②介護保険のサービスを利用していない理由は何ですか（複数回答可）【図表６１】

件数=33

54.9%

37.2%

18.6%

13.3%

8.8%

8.8%

6.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

家族はいるが十分な介護ができない

常時介護が必要

介護する家族がいない

住まいに問題がある（部屋数、段差が多いなど）

在宅では十分なサービスが受けられない

その他

未回答

施設で生活されている理由はなんですか（複数回答可）
【図表６２】

件数=113



第 2章 高齢者を取り巻く現状 

43 

④ これからの生活 

・ 「①在宅で生活する人の今後の介護の希望」について、「家族の介護に加え、介護サ

ービスを利用しながら自宅で暮らしたい」と回答した人が 55.1％と最も多く、《自

宅》での生活を希望する人は 76.0％となっています。 

・ 介護度別に見ると、「介護サービスのみを利用しながら自宅で暮らしたい」と回答し

た人の割合は「要支援（要支援 1・2）」が他と比べて高くなっています。 

 

 

・ 「②施設で生活する人の今後の介護の希望」について、「現在の施設で引き続き暮ら

したい」と回答した人が 74.3％と最も多くなっています。 

 

  

6.3%

3.4%

8.7%

6.9%

5.5%

5.3%

20.0%

55.1%

51.7%

43.7%

62.1%

69.1%

52.6%

84.6%

100.0%

50.0%

40.0%

14.6%

18.4%

20.4%

6.9%

12.7%

15.8%

4.6%

6.9%

5.8%

5.2%

50.0%

2.6%

1.1%

3.9%

3.4%

1.8%

7.7%

16.9%

18.4%

17.5%

15.5%

10.9%

26.3%

7.7%

40.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（350件）

要支援１(87件）

要支援２(103件）

要介護１(58件）

要介護２(55件）

要介護３(19件）

要介護４(13件）

要介護５(3件）

認定なし（新規申請）(2件）

未回答(10件）

①今後の自分の生活についてどのように考えていますか（在宅で生活する人）

家族のみに介護してもらいながら自宅で暮らしたい 家族の介護に加え、介護サービスを利用しながら自宅で暮らしたい

介護サービスのみを利用しながら自宅で暮らしたい 施設（自宅以外）で暮らしたい

その他 未回答

【図表６３】

《自宅》

0.9%

7.7%

7.1%

20.0%

7.1%

5.4%

12.0%

14.3%

0.9%

20.0%

74.3%

60.0%

90.0%

78.6%

84.6%

70.3%

68.0%

71.4%

100.0%

16.8%

10.0%

14.3%

7.7%

24.3%

20.0%

14.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（113件）

要支援１(5件）

要支援２(10件）

要介護１(14件）

要介護２(13件）

要介護３(37件）

要介護４(25件）

要介護５(7件）

未回答(2件）

②今後の自分の生活についてどのように考えていますか（施設で生活する人）

家族のみに介護してもらいながら自宅で暮らしたい 家族の介護に加え、サービスを利用しながら自宅で暮らしたい

介護サービスのみを利用しながら自宅で暮らしたい 現在の施設で引き続き暮らしたい

未回答

【図表６４】
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（４） 「介護支援専門員（ケアマネジャー）に関するアンケート調査」結果 

 

① 業務上困難と感じること 

・ ケアマネジャーが困難と感じている業務について、「主治医との連携」と回答した人

が 64.3％と最も多く、次いで「処遇困難ケース」（45.2％）、「アセスメント（課題

分析）」（28.6％）となっています。 

 

 

② 増加しているケース 

・ ケアマネジャーが本市で増加していると感じているケースについて、「高齢者が高齢

者を介護している」で「増加傾向」と回答した人は 69.0％となっています。「独居

の認知症」（52.4％）、「課題が多様化・多重化しており、介護保険のみでは対応でき

ない」（52.4％）でも「増加傾向」の割合は半数を超えています。 

 

 

 

 

64.3%

45.2%

28.6%

19.0%

19.0%

16.7%

11.9%

9.5%

4.8%

2.4%

7.1%

2.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

主治医との連携

処遇困難ケース

アセスメント（課題分析）

ケアプラン原案の作成

家族との面接・連絡

介護保険制度の説明

サービス担当者会議の開催

モニタリングの実施

サービス事業者との調整・連絡

給付管理・介護報酬請求事務

その他

特にない

未回答

業務上困難と感じていること（複数回答可）
【図表６５】
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33.3%

35.7%

45.2%

2.4%

2.4%
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16.7%

19.0%

28.6%

21.4%

23.8%

26.2%

23.8%

28.6%

35.7%

95.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

高齢者が高齢者を介護している

独居の認知症

課題が多様化・多重化しており、
介護保険のみでは対応できない

独居

認知症の方が認知症の方を介護している

本人や家族が精神疾患をともなう

医療と緊密な連携が必要

終末期

虐待が疑われる

その他

増加しているケース

増加傾向 あまり変わらない 減少傾向 未回答

【図表６６】
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